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企業等が「森づくり活動（森林整備・保全活動）」を通じて企業
等のCSR（社会貢献活動）や「熊本県地球温暖化の防止に
関する条例」に基づく補完的手段、またカーボン・オフセット
の取組みとして活用できる認証制度となります。

認証制度要項

企業 等の 森 づくり活 動は「 みどりの財 産 」を次の
世代へつなぐという大切なCSR活動となります。

¥

¥
¥

¥

次の要件を満たす企業等が県に申請した場合、審査や調査のうえ県が二酸化炭素吸収量の認定書を発行する。（発行手数料は無料）
●  ①企業等と森林所有者（各市町村）等との間で、森林の整備に関する協定を締結していること、又は②自ら森林を所有していること。
● 森林の整備（植栽、下刈、間伐等）を行った面積が0.1ヘクタール以上であること。
● 森林整備について企業等が費用を負担するか、自社の社員等で実行すること。
● ①の場合では協定書に森林経営の継続性を担保する条項が記載されていること、②の場合では森林の売買や譲渡などの予定がないこと。
● 申請時点での現状が森林であり、協定期間中に開発等土地の改変などが行われる予定がないこと。
※森林吸収量の算定は、森林整備を実施した樹種・林齢・面積により算出。

例えば

㈱MOTOKUMAの森

企業名を付けて
森に命名

発行手数料無料

※②は熊本県地球温暖化の防止に関する条例第17条第１項、
　若しくは、第３項に基づく事業、活動温暖化対策計画を県に
　提出した企業等に限る。

※企業等が自ら所有する森林についても申請が可能

CO2排
出

削
減

CO2O2



森林がもたらす
多面的機能

二酸化炭素は主要な温室効果ガスであり、人間活動によるこれらの排出が地球温暖化の
支配的な要因となっている。森林の樹木は、大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素を貯蔵する
ことにより、地球温暖化防止にも貢献している。具体的には、36～40年生のスギ443本分
の１年間の二酸化炭素の吸収量は、令和２（2020）年度における家庭からの１世帯当たり
の年間排出量約3.9t -CO２に相当すると試算される。

地球環境保全機能

森林は、樹冠により降水を遮断するとともに、表土が下草、低木等の植生や落葉落枝による
覆われることで、雨水等による土壌の侵食や流出を防ぐ。また、樹木の根が土砂や岩石等
を固定することで、土砂の崩壊を防いでいる。

山地災害防止機能/土壌保全機能

森林は、降水を樹冠や下層植生で受け止め、その一部を蒸発させた後、土壌に蓄える。森林の土
壌は、隙間に水を蓄え、徐々に地中深く浸透させて地下水として涵養するとともに、時間をかけて
河川へ送り出しており、これにより洪水を緩和するとともに、水質を浄化している。

水源涵養機能443本
吸収

出典：「令和2年度 森林・林業白書」
　　　 67P前後を加工して作成

出典：「令和4年度 森林・林業白書」
　　　 40Pによる

かん

かん

かん

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは，2000年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）
の後継として，2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」に記載された，2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構
成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず，先進
国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。

持続可能な開発目標SDGsとは

3.903t-CO2年
間

家庭からの
CO2排出量（2020）

5113t -CO2の二酸化炭素吸収量を創出（令和5年/2023年度までの実績）
延べ 731.08haの森林を整備

フィールド登録にかかる費用と
申請の手順は？

今所有している森でも登録できるの？

登録した後はどうしたら良いの？

 ご質問等お気軽にお問合せください。



森林組合による下草刈、皆伐、間伐などの森林整備活動への寄付をおこなっています。
また、年に2回、従業員やその家族が参加するエコピアの森活動を実施しています。 
この活動では、不要な雑木の間伐活動や、植林活動などを行ったり、子ども向けに木工教室
などを開催したりしています（コロナ禍により現在は大人向けの間伐活動が中心）。
このような活動を通じて一人ひとりが自然と共生することの大切さを肌で感じ、自然と
親しみつつ従業員やその子供たち（次世代）の環境意識の醸成につなげています。

熊本工場では、当社の環境方針である「環境宣言」に
もあるように、 「未来のすべての子どもたちが安心して
暮らしていくために」という理念を軸に、自然と共生し
持続可能な社会の実現を目指して2011年から山鹿市と
協定を結び、森林整備活動（エコピアの森活動）に
取り組んでいます。 私たちはこの活動を通じて社会
との交流を図ることにより、地域の発展にも寄与して
いきたいと考えております。 そしてこの活動の成果を可視化するうえで非常に有効なのが

「熊本県森林吸収量認証制度」です。 私たちが取り組んでいる活動による成果が数字で
表されることで、活動する人たちのさらなるモチベーションアップにつながっていると考
えています。さらに社内だけでなく、社外にも活動の成果をアピールすることで、もっ
と地域に根差して愛される工場になっていけると思います。

Vision

実施日 ｜ 2022年11月26日土
参加者 ｜ ブリヂストン従業員 87名
 山鹿市役所 2名
 鹿本森林組合 6名
  合計 95名
活動内容 ｜ 雑木の除伐・間伐作業

第18回

実施概要

Vision

SDGsな取組みが求められる今、熊本県森林吸収量認証制度を使った「森づくり」を
企業の施策として活用することは、企業のプロモーションになるだけでなく、地域との
交流も生まれ、企業にとって非常に大きなメリットが見込まれます。また地域にとっても

「森づくり」のメリットは非常に大きく、森を守ることで地域を守ることにつながり、
将来世代へと引き継がれる森林資源をより良い形で後世に伝えて行くことで、持続
可能な地域社会が作られていくと考えております。

地域の森林資源は、適齢期を迎えているものの少子高
齢化に伴う人員確保が難しく施業が行えない、森林整備
の財源確保が難しいなどの課題があります。現在、本町
では4社と企業と協働の森事業を展開し、森林整備を
行っておりますが、企業と協働の森を展開しているからこ
そ本町の森林整備を適正に推進できていると言っても過言ではありません。熊本県が推進
している森林吸収量認証制度を通して、平成２１年度から現在に至るまで１０年以上企業・
協働の森の活動を多くの企業様からご支援をいただきながら民有林の整備を進めていく
ことができております。町単独では広域的に森林の整備を行うことは難しく、こうして、
企業と協働の森づくり活動を行うことで計画的に森林の施業を行えていることに感謝して
おります。今後も、本制度を活用し、企業と協働で本町の森林整備を続けて行きたいと
考えております。さらに「木を植えること」は、水源の涵養や土砂流出を防ぐことはもとより、
地元林業事業体への雇用創出にも大きく寄与できるのではないかと考えております。
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